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The purpose of this study is to document what was occurring in the field of Japanese language 

education in Japan and abroad at the turning point of the COVID-19 pandemic. It examines the 
significance and limitations of online classes from various case studies. In this paper, four case studies 
from one university, one vocational school, and two Japanese language schools in Japan, arising from 
the study, are presented 

 

1.はじめに 
2019 年末から広がったコロナ禍により、世界中の

教育現場では対面授業からオンライン授業への置き

換えを行った。この緊急事態に際して、教師はどの

ように対応したのか。そして、その時何を感じたの

か。post コロナはニューノーマルの時代になると言

われているが、世の中が変わると、「その時」起きた

出来事は忘れ去られてしまう可能性が高い。今後も

震災や疫病などの災厄が日常生活を襲ってきて、教

育現場はまた同じような対応を迫られる可能性があ

る。今回遭遇した出来事を記録し、そこで起きたこ

との意味を探っておくことは、今後の教育の ICT 化

を考えるためにも、また、今後の危機に備えるため

にも意義のあることだと考える。このような観点か

ら、本稿では、時代の転換点において日本国内外の

日本語教育の現場で何が起きていたのかを記録に残

すこと、そして、それらの事例からオンライン授業

の意義と限界について検討することを目的とする。 

本研究に取り組んだきっかけは 2 つ挙げられる。

 
1 例えば、早稲田大学大学院日本語教育研究科では、

一つは、2020 年度の本研究科博士前期課程の「言語

教育工学特講」における受講生同士のピア・ラーニ

ングである。オンライン授業への変換を迫られた現

職の日本語教師である受講生たちは、インストラク

ショナル・デザインを学びながら、「いま、ここ」で

それぞれが取り組んでいる授業のオンライン化につ

いて、LMS 上の掲示板で自然発生的に議論を始めた。

正解のない暗中模索の中で各受講生が取り組んだ事

例は、示唆に溢れるものであった。もう一つは、瀧

川（2021）の趣旨に共鳴したことである。瀧川は、コ

ロナ禍により大学教育で対面方式の講義が一切行わ

れなくなった前代未聞の状況にあって、講義担当者

がどのように対応し、学生がどのように反応したか

を発信し、検証することの重要性を指摘している。

これに賛同し、日本国内外の日本語教育現場での取

り組みについて、世界各地で日本語教師として活躍

する文化情報専攻の在校生・修了生と共に検討を始

めることとした。このような試みは他にも散見され

るが1、本研究では、日本語教育に特化した、1 教育
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機関に限らない、日本国内外の様々な事例を扱い、

継続的に報告する予定である。それらの事例の中か

ら、本稿では、日本国内の大学 1 件、専門学校 1 件、

日本語学校 2 件の事例を順番に取り上げる。 

 
2.オンライン授業をめぐる用語とツール 
授業のオンライン化が急速に進む過程で、オンラ

イン授業をめぐる様々な用語が飛び交った。事例の

報告にあたり、オンライン授業に関わる用語に対す

る共通理解を構築するために、用語の整理を行う。 

オンライン授業は、パソコンやスマートフォンを

使いインターネットを介して行う遠隔授業のことで、

第三世代の遠隔教育に位置づけられる（保坂 2020）。

オンラインの遠隔授業は、教育と学習が同じ時間に

行われる同期型と、違う時間に実施される非同期型

に分けられる。同期型は、リアルタイムに授業を配

信する「ライブ配信型授業」と Web 会議システムを

使って教師と学生や学生同士がリアルタイムにコミ

ュニケーションをとりながら授業を進める「同時双

方向型授業」に分けられる。非同期型は「オンデマ

ンド型授業」と呼ばれるが、時間の制約がないので、

学生は教員がアップロードした資料や講義動画を好

きな時間に学ぶことができる。文部科学省は 2020 年

3 月 24 日の通知2でオンラインによる授業の名称を

「遠隔授業」という用語に統一し、「テレビ会議シス

テム等を利用した同時双方向型の遠隔授業」と「オ

ンライン教材を用いたオンデマンド型の遠隔授業」

の 2 種類に分けている。しかし、新聞記事での名称

調査（鈴木 2020）を行った鈴木は、同時双方向型の

みをオンライン授業とし、オンデマンド型を含めな

い場合があると指摘しており3、注意が必要である。 

オンライン授業と対面授業の組み合わせについて

も新たな用語が出現した。京都大学高等教育研究開

発推進センターによると4、表 1のように分類される。 

 

 
教育研究科における「オンライン授業」の実際」とい

う特集を組んでいる。 
2 https://www.mext.go.jp/content/20200324-
mxt_kouhou01-000004520_4.pdf（2021.5.5 閲覧） 
3 2021 年 12 月 4 日のオンライン中堅日本語教師研修

「遠隔授業の理論と実践」での鈴木克夫氏の指摘 

表 1 対面とオンラインの授業の組み合わせ 

ハイブリッド型授業 

ハイフレックス型授業 

ブレンド型授業 

分散型授業 

 

 この分類によると、「ハイブリッド型授業」とは対

面とオンラインの授業を組み合わせた授業の総称で

ある。そのうち「ハイフレックス型」とは、同じ授業

を「対面授業」でも「同時双方向型授業」でも学生が

自分の状況に応じて柔軟に選択できる形態のことで

ある。大阪大学5と北海道大学6の定義では、対面と同

時双方向のほか、同じ授業の録画をオンデマンドで

も自由に受講できるものを指す。「ブレンド型」は、

教育効果を考えて対面とオンラインといった異なる

授業形態を組み合わせたものである。知識の獲得の

時間を授業外の事前学習とし、授業内で知識の応用

や発展を行う「反転授業」はこのカテゴリーに含ま

れる。「分散型」は学生をグループに分け、同じ回に

異なる内容の授業を対面とオンラインで提供する授

業形態のことである。ハイブリッド授業という言葉

は、コロナ禍の前は対面とオンラインを同時に行う

授業という意味合いで使用されていたが、現在では

対面とオンラインを組み合わせたあらゆる形態の授

業を指す用語として使われる場合が多いようである。  

このほかオンライン授業では様々な ICT ツールを

使用する。その中心となるのが、学習教材の配信や

成 績 や 学 習 記 録 を 管 理 す る LMS （ Learning 

Management System：学習管理システム）である。現

在では、高機能の有料のものだけでなく、Google 

Classroom や Moodle など無料のものも活用されてい

る。授業の過程で学習者同士が情報を共有するツー

ルとして、Google ドキュメント、Google スプレッド

シート、Google スライド、Padlet などが挙げられる。

また、Google フォームを使うとアンケートや小テス

トが実施できる。同時双方向型授業においては、

4 https://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/connect/ 
teachingonline/hybrid.php（2021.5.5 閲覧） 
5 https://www.tlsc.osaka-u.ac.jp/project/onlinelecture/ 
hyflex.html（2021.5.5 閲覧） 
6 https://sites.google.com/huoec.jp/onlinelecture（2021.5.5
閲覧） 
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Zoom や Google meet、Teams などの Web 会議システ

ムが使われる。これらはいずれも無料でも使える。 

以上、オンライン授業をめぐる用語は、多岐にわ

たるが、定義とは違う使い方や意味合いが異なる場

合がある。また、使用するツールは日々更新されて

いる。オンライン授業に関する用語やツールのこの

ような特質には今後も留意が必要である。 

 

3.事例 1：大学での反転オンライン授業実践

（中村かおり） 
大学での日本人と留学生がともに受講する一般科

目授業において、授業内での対話を目指した反転オ

ンライン授業の取り組みについて報告する。 

 

3.1 授業の概要 

実施機関：日本の私立大学 

対象者：大学学部生（日本人／留学生）46 名 

科目名：日本語教育概論 

授業の目的：日本語教育に関連したさまざまな分野

を概観し、今後の専門的な学習に向けての方向性

を探索するために視座を高めることを目指した。 

使用したツール：Microsoft Teams、Zoom および

Google スプレッドシート、Google フォームを用

いた。特別授業週（計 2 回）には対面でも授業を

行った。 

 

3.2 オンライン授業を始めた経緯 

コロナ感染拡大により当該機関の 2020 年度の対

面授業は基本的に中止となった。授業形態はオンデ

マンド、同時双方向型授業（以下「ライブ授業」と略

述）のいずれかが選択できた。この科目は講義によ

って得た知識を話し合いで深めるため、オンデマン

ドによる予習とライブ授業を組み合わせたオンライ

ン授業を反転授業形式で行うこととした。 

 

3.3 オンライン授業の特徴 

対面授業を想定したシラバスでは、授業内で講義

と話し合いを行い、事後課題としてコメントシート

を提出させることにしていた。しかし、ライブでの

講義は学生の理解が進まず、話し合いも時間がかか

ると言われており、かつ接続時間をなるべく短くす

るようにという大学からの要請もあり、内容を削減

しなければならないことが予想された。そこで、反

転授業の形式を取り入れ、「資料視聴・プレ課題→ラ

イブ授業→ポスト課題」という流れに変更した。 

授業では、まず事前に講義に該当する資料を視聴

したのちにプレ課題に取り組ませ、ライブ授業でそ

の課題に基づいて話し合いができるようにした。学

生には、Teams で配布した音声つきの Microsoft 

Power Point 資料を視聴した上で、プレ課題を授業前

日までに提出するよう求めた。例えば、多文化共生

社会について考える回では、その概要と「やさしい

日本語」の生まれた背景、そのルールなどに関する

説明資料を視聴させた。そして、プレ課題ではその

ルールに基づき、350 字程度の文章を「やさしい日

本語」に変換するよう指示した。資料の音声は約 20

分で、ライブ授業終了時に、次週の資料とプレ課題

を配布した。 

ライブ授業は Zoom で行った。授業では、配布資

料についての内容確認・質問等を行った後、4 人程

度のグループに分かれてプレ課題についての話し合

いを行った。その結果は Google スプレッドシートに

書き込ませ、全員が互いの進捗を見られるようにし

た。「やさしい日本語」の回では、各グループで各自

が書いた文章を共有しながら、最もわかりやすいと

思われる文章を一つ選ぶか、あるいはさらにわかり

やすくするために、いくつかを組み合わせたり、全

体的に書き直したりしたものをスプレッドシートに

書き込んでもらった。その後、全体で共有し、最も

わかりやすいものについて投票を行い、上位 2 つの

文章についてなぜわかりやすいかについてさらに話

し合いを行った。最後にまとめとして授業全体を振

り返り、学生からの質問を確認した後、ポスト課題

がある場合はその説明（主に Google フォームの URL

提示）と、次回の資料とプレ課題の確認を行った。 

 

3.4 評価 

対面授業では、授業への参加度、授業後のコメン

トシートおよび学期末の試験で評価を行う予定であ

った。しかし、オンライン授業では、プレ課題への

取り組みと学期末レポートで評価した。プレ課題を

評価の対象にしたのは、接続環境などによりライブ
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授業に参加できない場合や、家庭環境などで発言が

しにくい学生が不利にならないようにという配慮と、

ライブ授業中の参加度や理解度が評価できないため

である。そして、さまざまな資料を参照することを

前提に、学期末試験ではなくレポート課題を課した。 

 

3.5 授業の結果 

学生の反応を最後の授業での振り返りから見ると、

反転形式は概ね好評であった。事前に配布された音

声つきの資料があったことで、集中できるときに自

分のペースで調べながら学習していけたため内容理

解が深まり、それによって話し合いが充実したとい

う声が多くあった。この点は、留学生だけでなく日

本人学生も同様であった。また、プレ課題があった

ことで、資料を視聴する際に重要なポイントがつか

みやすく、話し合いの準備としても役立ったという

意見があった。そして、非常に多かったのが、話し

合いが充実していたという意見である。プレ課題で

一人で考えたことを他の学生と共有してみると、ま

ったく異なる見方や考え方があることに強く心を揺

さぶられたという感想が多くあった。話し合いを経

て、次の課題への取り組み方が変化したという意見

もあった。 

一方で、課題の質を上げようとするほど学習時間

が長くなり、常に課題に追われる状況になったとい

う指摘もあった。学生らはこの授業以外にも多くの

授業を履修しており、それぞれの質を上げたいと思

えば、取り組み時間も乗じて必要になるため、負担

が増したという。 

教員の立場から振り返ると、学びという点では深

まりがあったと感じる。一人で課題と向き合い、そ

れを他者と共有して多角的に検討し、次の課題では

それらを振り返りながら取り組むというサイクルが

でき、相互の学びをさらに深めるよい相乗効果が生

まれていたと思われる。その効果はプレ課題や学期

末レポートへの取り組みを見ても顕著であった。 

しかし、声を上げない学生に対してのアプローチ

が難しくなり、学生間のレベル差が開いたと感じる。

カメラをオフにしていると、理解度や思考が見えず、

理解が不十分な学生へのフォローが難しかった。そ

れを補うためにプレ課題では全員分に目を通し、一

人一人にフィードバックを行ったが、対面でのやり

とりに比べて十分ではなかった。そして、きめ細か

な授業展開のために負担が増した。授業前の資料作

成、資料への音声の挿入、プレ課題のチェックとフ

ィードバックなど、ライブ授業を行うまでの準備量

が膨大であった。さらに、学生と Teams でつながっ

ていたため、従来は授業中に質問し、共有できてい

たようなこともチャットを通じて個別に聞かれるこ

とが増え、こうしたことへの対応も必要であった。 

 

3.6 まとめ 

総合すると、反転オンライン授業では、学生には

一人で理解し考えるという時間がしっかりと確保さ

れており、それを基礎にして学習が進められたため、

これまでの授業よりも学びが深められたという利点

があった。また、教員にとっても、資料作成時にこ

れまで以上に学習内容を精査し、各回の目標を設定

し、目標までにすべきことを整理した上で段階的に

示すように心がけたことで、大きな学びがあった。

しかし、対面ならわかる学生の反応や理解度を文字

からしか得られなくなったことと、常にパソコン画

面と向き合うようになり、ワークライフバランスを

とりにくくなったという課題もあった。 

今回の実践で反転授業の効果と課題が確認できた

ため、今後は対面授業にも取り入れていきたい。し

かし、今回の形式をそのまま取り入れることは難し

いだろう。ライブ授業と対面授業とでは、課題と授

業との時間配分、話し合いの際のグループ間の移動

とスムーズさ、授業中の情報共有の方法、教員から

のフィードバック方法等が異なるためである。今後

は、オンライン授業だけでなく、対面授業や、対面

授業とオンライン授業を行き来する状況下において

も、効果的に展開できる反転授業の方法を考えるこ

とが課題である。 
 
4.事例 2：Microsoft Teams を利用したプレゼ

ンテーションのブレンド型授業（三浦千尋） 
 2020 年 4 月、緊急事態宣言が発令されたことを受

け、本校（専門学校）では 2020 年度の授業開始が 5

月 11 日に延期された。授業開始後は、Microsoft Teams

（以下、Teams）を使ったオンライン授業と対面授業
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を合わせた「ブレンド型授業」を採用した。ここで

は、ブレンド型授業で行ったプレゼンテーションの

授業について取り上げる。 

 

4.1 オンライン授業に向けての学生側の準備 

2020 年 4 月は全面休校になり、学生は登校ができ

なくなったため、新年度で使用するテキストは学校

から学生に郵送した。その中に、Teams のインスト

ールの説明書、個々のログイン ID とパスワードが記

載された紙を同封し、学生にパソコンまたはスマー

トフォンに Teams をインストールさせた。ログイン

が確認できない学生には、電話をかけてインストー

ルのサポートを行った。その後、オンライン授業リ

ハーサルの日を設け、ライブ配信の視聴、カメラや

マイクのオンとオフ、コメントの送信方法などを確

認した。 

 

4.2 プレゼンテーションの授業 

4.2.1 プレゼンテーションの授業構成 

 プレゼンテーションは、1 コマ 90 分で、全 30 コ

マの授業である。授業は、次の 1 から 6 を繰り返す

構成になっている。 

  1.テーマの提示 2.原稿およびスライド作り 

  3.添削 4.練習 5.プレゼンテーション実施 

  6.学生間での評価 

 1 から 6 のうち、5 を対面授業に設定し、1 から 4、

および 6 をオンラインで行った。 

4.2.2 プレゼンテーションの授業実施 

(1)テーマの提示（オンライン） 

 Teams 上で Microsoft Power Point（以下、PPT）を

画面共有し、プレゼンテーションのテーマを提示し

た。また、そのテーマで必要になる表現、語彙など

も併せて PPT にまとめた。 

(2)原稿およびスライド作り（オンライン） 

 各自、Microsoft Word（以下、Word）や PPT を使っ

て作業を行った。作業中はオンライン状態にしたう

えで、マイクをミュート、カメラをオフにした。質

問があれば、学生はマイクをオンにして、直接教師

に質問したり、チャットで質問事項を打ち込んだり

した。適宜、教師からも学生に声をかけ、進捗を確

認したり、指導を行ったりした。 

(3)添削（オンライン） 

 ファイルの添削は、Teams 上に提出用フォルダと

添削済フォルダを作成して行った。学生は締切まで

に提出用フォルダにファイルをアップロードする。

教師は提出されたファイルをダウンロードし、コメ

ントや修正を加えたら、そのファイルを添削済フォ

ルダにアップロードする。学生は添削済フォルダか

ら添削された自分のファイルをダウンロードして、

添削された箇所を確認した。 

(4)練習（オンライン） 

 練習では、教師と学生が 1 対 1 で指導を行えるよ

うに、2 つの会議を使用した。Teams は、会議を複数

開催できるので、学生全員が待機するメインの会議

と、練習用の会議を立ち上げる。教師と練習を行う

学生は、練習用の会議に入り、練習を行う。練習が

終わった学生は、メインの会議に戻り、次の学生を

呼ぶ。学生全員の練習が終わったら、教師はメイン

の会議に戻る。待機している学生は、個人練習をし

たり、原稿や資料の修正を行ったりしていた。 

(5)プレゼンテーション実施（対面） 

 対面でプレゼンテーションを行う。プレゼンテー

ションの様子は、振り返りのために録画をしておく。 

(6)学生間での評価（オンライン） 

 実施したプレゼンテーションの自己評価と、学生

間での評価を行った。録画しておいたプレゼンテー

ションを Teams 上にアップロードし、学生はそれを

見ながら、同じく Teams 上にアップロードされた評

価シートを入力していった。 

 

4.3 まとめ 

4.3.1 オンライン授業の良かった点 

 Teams を使用したオンライン授業で良かった点は、

3 点ある。1 点目は、画面共有ができる点である。教

師が学生に対し使用する資料だけでなく、学生の成

果物もクラスで簡単に共有することができた。2 点

目は、複数の会議が同時に立ち上げられる点である。

複数の会議を立ち上げることで、前述したプレゼン

テーションの練習のように、メインの授業を継続し

ながら、個別指導ができた。また、この機能を使っ

て、グループ作業も行うことができた。3 点目は、課

題の管理がしやすい点である。Teams には「課題」と
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いう機能がある。この課題機能では、学生の課題の

進捗、提出状況が一覧で確認でき、コメントを付け

て課題を返却することもできる。複数の授業を担当

していると煩雑になりがちな課題の管理も、この課

題機能を使うことにより、簡単に行うことができた。 

4.3.2 オンライン授業の問題点 

 オンライン授業の問題点は、学生の様子が見えな

い点である。学生の表情を見たり、机間巡視で進捗

を確認したりすることができないため、授業者の予

想以上に学生が理解していない、成果物が完成でき

ないということがあった。特に、消極的な学生や、

常に教師の声掛けが必要なモチベーションがあまり

高くない学生は、そういった傾向が強かった。また、

生活音や他人の話し声がマイクに入ったり、音がハ

ウリングしたりするなど、ルームシェアをしている

学生が多い留学生ならではの問題も起こった。 

4.3.3 学生の反応 

 学生に好評だった点は、スライドなどの資料が手

元ではっきりと見ることができる点である。また、

必要なところをスクリーンショットして残しておけ

る点も、便利だという声が多かった。さらに、本校

ではオンライン授業を録画し、公開していたため、

授業でわからなかったところをあとで確認すること

ができるという点も好評であった。一方、質問をし

たいときにすぐに質問ができない、通信の状況によ

って聞き取りづらいときがある、という声もあった。 

4.3.4 プレゼンテーションのブレンド型授業 

 プレゼンテーションの授業をブレンド型授業向け

に構成するにあたり、まず考えたのは、どの授業項

目を対面授業にするかである。今回は、学生に緊張

感を持たせたいという理由で、プレゼンテーション

の実施を対面授業にすることにした。対面授業当日、

学生は緊張感を持ってプレゼンテーションが行えた

だけでなく、お互いの表情や動き、思わず漏らした

笑い声など、発話者以外のカメラとマイクをオフに

しているオンラインでは感じることのできない空気

感を感じることができた。一方、オンラインで行っ

た授業項目については、原稿およびスライド作りと

添削において、課題が残った。対面授業であれば、

学生が作成している原稿やスライドの修正点を適宜

指導できる。さらに、日本語の文法や語彙の間違い

を修正するだけでなく、何が言いたいのかを学生に

確認しながら、適した表現を教えていくこともでき

る。しかし、オンラインでは作業中の指導が困難な

ため、提出された原稿は、修正箇所が非常に多いも

のや、内容そのものが理解できないものがあった。 

ブレンド型授業において、どの授業項目をオンラ

インするか、対面にするかは非常に重要である。オ

ンラインと対面の学習効果の違いを調査、分析し、

それをもとに学習効果の高いブレンド型授業を今後

も提案していきたい。  

 

5.事例 3：新宿日本語学校におけるオンライン

授業実践報告－オンライン授業のための裏

方話を中心に－（渡邊百里）  
2019年年末より世界中に広がった新型コロナウィ

ルスの感染拡大防止対策（以下、コロナ対策）の一

環で、筆者が勤める学校法人江副学園新宿日本語学

校（以下、SNG）では、2020 年 3 月 2 日より、急遽

オンライン授業を実施することとなった。本稿では、

オンライン授業開始にあたり、学校がどのような準

備を行ったかという点を中心に報告する。 

 

5.1 新宿日本語学校について 

 SNG は、1975 年創立の東京都新宿区にある日本語

学校である。学生は毎年平均 600 名程度で、約 50 か

国から集まっている。「江副式教授法」という、日本

語の文の構造を可視化して教える独自の教授法によ

り日本語教育を行っており、その教授法を活かした

「VLJ（Visual Learning .Japanese）」（NTT コミュニケ

ーションズ（株）との共同開発）というブレンド学

習システム（e ラーニングとスマホアプリ教材）を

2013 年より初級クラスに導入している。また、2017

年にGoogle社の旧称G Suite for Educationに登録し、

全学生及び教師が Google アカウントを持てるよう

にした。それ以降、Google Classroom（以下、Classroom） 

や、Google フォーム等を授業で活用している。 

 

5.2 オンライン授業実施の経緯 

 コロナ対策のため、文部科学省より 2020 年 2 月 28

日に全国の国公私立小学校、中学校、高等学校等に

対し、一斉臨時休業要請が出された。これを受け、



保坂敏子、小林亜希子、中村かおり、三浦千尋、渡邊百里、島田めぐみ 

79 

SNG では、「学生の学びを止めてはいけない」という

考えのもと、休業はせず、従来の授業時間帯にオン

ラインで同時双方向型授業を実施することに決めた。 

 

5.3 オンライン授業実施の準備 

5.3.1 インターネット環境等調査、教師研修の実施 

臨時休業要請が出された 2 月 28 日に、全学生及び

教師に対し、インターネット環境の有無と端末の調

査を行った。その結果、学生はオンラインで授業が

行える環境が整っていることがわかった。環境が整

わない一部の教師には、学校から PC 等を貸し出し

た。また、同日、いくつかのクラスで Google Meets

（以下、Meet）を使った実験的な授業を行い、3 月 2

日、3 日には、Meet での校長による全学生対象オン

ライン漢字授業を行った。その 2 日間、教師に対し

ては、Meet、Classroom 等の使い方の研修会を実施し

た。この研修会には全教師が参加した。その後も、

各種アプリケーションの使い方等について何度も研

修を行い、研修録画データも共有した。 

5.3.2 オンライン授業用の教科書・副教材 

オンライン授業が開始された 2020 年 3 月は、学期

の途中だったため、学生は教科書・副教材を持って

いた。しかし、今後のことを考え、教材をデータ化

することにした。SNG では主に独自開発した教科書

や副教材を使用しているため、すぐにデータ化する

ことができた。そして、著作権表示のために、教材

データの全てのページにウォーターマーク（学校の

名前やロゴなどの透かし）を貼り込んだ。また、ど

のようにしたら教師がデータにアクセスしやすいか

という点に配慮し、Google ドライブにオンライン授

業用のフォルダを作成しデータを保存した。そして、

学生には、各クラスの Classroom にデータをアップ

ロードし、いつでも閲覧できるようにした。 

 

5.4 オンライン授業概要 

 3 月 4 日より、各クラスでオンラインでの同時双

方向型授業を開始した。授業では、主に Classroom と

Meet、Google スライド （以下、スライド）等のツー

ルを使用している。まず、教師は授業前に、Classroom

で、授業で使用する Meet コードを学生に知らせる。

また、教材や小テストなども Classroom に配信する。

そして、授業時間になったら Meet に入り、出席確認

をしてから授業を行う。多くの教師はスライド等で

作成したスライドを画面共有しながら授業を行って

いる。授業後は、その日のまとめや宿題を Classroom

から配信し、学生との双方向のやり取りを行ってい

る。授業中は、教師も学生もカメラを ON にする、

教師は学生を 2 回以上指名する等、授業ルールも設

けたが、ルール通りにはいかない状況もあった。 

 

5.5 試験と評価 

 2020 年冬学期（1 月から 3 月）は、オンラインで

の試験作成や評価基準などを決める時間がなかった

ため期末試験を行わず、中間試験と普段の授業の様

子、課題提出などにより評価を行うことにした。し

かし、学生からは期末試験を実施してほしかったと

いう意見が複数あったため、2020 年春学期（4 月か

ら 6 月）は試験を実施することにした。オンライン

用試験の作成にあたっては、学校から教師に、オン

ラインでの試験は学生も教師も初めての試みであり、

不正受験対策も十分でないこと等を考慮し、従来の

試験よりも難易度を下げ、技術的にも簡素化するよ

う伝えられた。また、評価基準も、筆記試験の比重

を従来より軽くし、授業内での発表や、課題提出な

どに比率を分散させることにした。しかし、この基

準には教師間で賛否両論があり、これを機に、評価

に対する考え方や方法を見直すことになった。 

 

5.6 学期末アンケート 

 SNG では、毎学期末に学生と教師に対し授業につ

いてのアンケートを行っている。2020 年冬学期のア

ンケートでは主にオンライン授業について質問をし、

360 名の学生から回答があった。その結果、臨時的オ

ンライン授業について、約 7 割が「満足」「とても満

足」と答えていた。また、同じく約 7 割が、オンラ

イン授業のメリットとして、通学時間の節約や感染

の心配を回避できる点を挙げており、約 5 割の学生

は、デメリットとして、人と直接会えない点を挙げ

ていることが明らかとなった。一方、教師用アンケ

ートでは 60 名の教師から回答を得た。全体の約 6 割

はオンライン授業について「また機会があればやっ

てみたい」、「楽しかった」と肯定的に捉えていたが、
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同様に約 6 割は「オンライン授業は疲れた」と答え

ており、初めてのオンライン授業に新鮮さとともに

疲れを感じる教師が多いことがわかった。また、「授

業準備に時間がかかった」といった意見も多数あっ

た。さらに、オンライン授業で工夫した点について

は、授業の資料を作成する際、イラストを多く入れ

たり、文字を大きくする等、視覚的な工夫をしてい

る教師が多かった。また、学生の発話時間を多くし

たり、気分転換にクイズをする等、学生を飽きさせ

ない工夫も多く見られた。 

 

5.7 まとめ 

 SNGがわずか数日でオンライン授業を全クラスで

開始できたのは、コロナ禍以前からデジタルコンテ

ンツの使用に慣れており、全学生及び教師が Google

アカウントをすでに持っていたことが理由として挙

げられる。また、全教師がオンライン授業実施に対

し前向きで、学校全体で同じ方向を向いて動けた点

も大きな要因だと考えられる。しかし、手探りでオ

ンライン授業を実施せざるを得なかった現場の教師、

参加せざるを得なかった学生の苦労は計り知れない。

また、教室という空間で感じていた学生の様子は、

教師が授業をする上で極めて重要な情報であったこ

とを改めて認識させられた。今コロナ禍で語学教育

におけるオンライン授業のメリット、デメリットが

徐々に整理されつつあるが、課題も多く残されてい

る。より学習効果の高いオンライン授業を行うため

には、オンライン授業に関する多くの情報を集結し、

整理していくことが重要だと考えられる。この記録

が、今後の日本語教育におけるオンライン授業の発

展に資することを願っている。 

 

6.事例 4：コロナ禍における学校の取組み（小

林亜希子） 
6.1 オンライン授業が始まるまで  

2020 年 2 月 27 日、日本政府は全国の小学校・中

学校・高等学校・特別支援学校に対し、3 月 2 日から

春休みまで臨時休業を要請した。筆者の勤務先であ

る学校法人石川学園横浜デザイン学院（神奈川県横

浜市、以下、YDC）もこの要請を受け臨時休校の措

置を取った。先が見えない状況の中、進学就職の準

備を控えた在校生を今後どのように指導していくの

か、学校全体で試行錯誤する日々が始まった。 

YDC は、専門学校、高等専修学校、日本語学科の

3 つの課程を擁する。各クラスの学習進度や教材は

カリキュラムに沿って担任が決定するが、授業内で

用いるワークシートの選定や指導法に特別な決まり

はなく、担任含め 5 名の講師が連携し授業を進める。

美術系大学・大学院や専門学校に進学を希望する学

生が多く、自己表現力を養うことを目的としたドラ

マの撮影や中華街での食レポ体験、SDGs（持続可能

な開発目標）に関連した高校生との交流等、教科書

以外の活動に積極的に取り組んできた。3 月に始ま

った休校措置は通常授業（対面授業）だけでなく、

これらの活動も不可能となる。学生の学びの場と時

間を確保すること、そして学校と学生はいつでも繋

がっているということを意識させ、安心してもらう

ことを目的に Zoom によるオンライン授業の提案が

出され、実践に向けて早急に準備が進められた。本

稿では、報告者が担当したクラスと学校全体で取り

組んだ活動事例について報告する。 

 

6.2 オンライン授業の開始と問題点 

報告者の担当クラスは、休校措置が取られる前年

の 2019 年に入学した非漢字圏出身の学生で構成さ

れていた。来日時点で多くの学生が平仮名やカタカ

ナも十分に習得できていない状態であったこと、正

確に確実に学びたがる学生が多くいたこともあり進

度の遅れが見られたが、授業で積極的に発言する活

気に溢れたクラスだった。 

対面授業とウェブクラスで最も異なった点は授業

時間である。対面授業時は 1 コマ 45 分×4 コマが週

5 日あったが、ウェブクラスを開始するにあたり、

「ウェブクラス 2 コマ＋課題 2 コマ」の基準が設け

られた。これは、授業準備を行う教師と授業を受け

る学生の集中力を考慮して定められた。筆者のクラ

スでも 2 コマはオンラインで、残りの 2 コマは課題

に取り組む時間に充てた。従来の授業では 4 コマの

中で学生の反応を見ながら授業を進めてきたが、ウ

ェブクラスではその時間は半分になった。指導時間

が短縮されると、当然進度も遅れる。一方、Microsoft 

Power Point を使用した授業用教材の準備には大変な
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時間を要する。これ以上の遅れは避けたかったが、

各教師の負担を軽減することを最優先し、無理のな

い範囲で準備ができるよう予定を組んだ。YDC に限

らず、国内の日本語教育機関で教える教師はバック

グラウンドも年齢も様々で、当然 ICT スキルにも個

人差がある。教育を提供する場が教室からパソコン

へ変わったことで相当な負担を感じる教師や、通常

授業と遜色無い質の高い授業を目指すあまり、準備

に追われ疲弊する教師もいた。報告者自身、苦手意

識のある ICT を覚え続ける「学び」と、学生に対し

て行う「教え」を同時進行させることは想像以上に

負担となっていった。 

ICT 教育に対する焦りと不安を感じていた頃、鈴

木（2020）の「平時に戻るまでの遠隔授業のデザイ

ン 7 か条」7にある「無理はしない」「同じ形ではなく

同じ価値を追求する」「大切なのは学生が学び続ける

こと」の提言は報告者にとって救いとなった。ICT ス

キルを急激に伸ばすことは考えず、まず機器の操作

に慣れ、見やすさ・わかりやすさを重視した教材作

成を心がけた。最も配慮した点は声の大きさや話し

方である。オンライン授業では特に明瞭な発音と活

気のある話し方を意識した。 

 

6.3 評価法の問題点と対処方法 

4 コマのウェブクラスのうち、2 コマは課題に充て

た。定期的に実施していた文法テストは Google フォ

ームで作成した。テキストの練習問題や漢字練習は、

初級レベルの学生の表記を確認する上で欠かせない

課題である。これらの課題については、まず学生に

完成した課題を写真に撮り、報告者の LINE に送る

よう指示を出した。送られた写真を見て表記を確認

し、タッチペンやメッセージ機能を利用して添削と

コメントを残した。教師の立場からすると非常に手

間のかかる方法だったが、スマートフォンひとつで

できる負担の少ない方法は提出率を上げることに繋

がる。また、アナログではあるが手軽にやりとりで

きる環境は、学生に「いつでも繋がっている」とい

 
7 2020 年 4 月 17 日に国立情報学研究所がオンライン

開催した「第 4 回 4 月からの大学など遠隔授業に関す

る取組状況共有サイバーシンポジウム」における鈴木

克明教授（熊本大学教授システム学研究センター）の

う安心感を与えられたのではないかと考えている。 

 

6.4 学生の反応  

同じ志を持つ仲間と留学生活を送ってきた学生に

とって、「学校」という場所は教師が考える以上に特

別なものであった。通学時間や交通費がかからない

点、感染リスクが減る点、そして後日行った学生ア

ンケートで学校が取り組んできたウェブクラスに一

定の評価が得られていたことは判明したが、それで

もやはり教室でクラスメイトと一緒に授業を受けた

いという思いは強かった印象がある。 

 

6.5 ウェブクラスのメリットとデメリット  

ウェブクラスのメリットは、声が小さい学生の発

言も全体に聞こえるという点が挙げられる。教室で

は教師と学生の物理的距離の差は埋めようがないが、

オンライン上ではそのような差は存在しない。また、

Microsoft Power Point を用いるときも、教室より近い

ため見やすくなる。デメリットは、授業準備と実施

の負担が大きいことが挙げられる。また、インター

ネット環境と使用する機器がウェブクラスの質を左

右するということも大きな問題である。従来の対面

授業では、教室にいる限りすべての学生は同じ環境

下で授業を受けられるが、ウェブクラスとなると学

生のインターネット環境が学習の効率を左右する。

接続環境が整っていなければ、映像や音声資料が活

用できない。スマートフォンやタブレット端末、パ

ソコンといった使用機器によって見やすさも変わる。 

 

6.6 まとめ 

 YDC は比較的早くウェブクラスを開始したが、周

辺の状況を窺いつつ万全の体制を整えてスタートと

いうよりは準備と実践がほぼ同時に行われた印象が

ある。2020 年 4 月の緊急事態宣言で最も懸念された

のは、学校やアルバイト等の社会から切り離された

留学生が精神的に不安定になることであった。そこ

で、自粛生活を少しでも明るく前向きに乗り越えて

講演「無理はしないで同じ形を目指さないこと：平時

に戻るまでの遠隔授業のデザイン」より 
https://youtube.com/watch?v=v_Wrmnbgaoo&feature=shar
e（2021.5.5 閲覧） 
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もらうことを目的に様々な動画を作成し配信した。

対面授業再開後も、Zoom や Google フォーム、Google 

Classroom を使った授業や行事を行ってきた。 

生活様式が大きく変化する中で教育機関も変化を

余儀なくされたが、試行錯誤をするうち教師や学生

の間でウェブクラスに対する抵抗が薄れ身近なもの

になった。また、密を避ける目的で行った学園祭の

ファッションショーや卒業式のオンライン配信は、

結果的に海外に住む家族や卒業生の目に触れる機会

となった。ICT の可能性に気づき、それを最大限に

生かすことを視野にいれた取組みが今後も進んでい

くことが期待できる。 

 

7.おわりに 
本稿では、日本国内の各種教育機関における日本

語授業の事例 4 件を報告した。前代未聞の状況にお

いて、それぞれが慣れないツールを駆使し、工夫を

重ねていたことがわかる。最後に、オンライン授業

のメリットとデメリットについて考察する。 

 まず、各事例で挙げられたデメリットをまとめる

と、1）授業準備の側面、2）授業展開の側面、3）学

生の立場からの側面、この 3 点に集約できる。1）の

授業準備の側面については、すでに広く語られてい

ることであるが、教師の授業準備が多大であったこ

とは複数の事例で挙げられている。2）の授業展開の

側面に関しては、「学生の様子がわからない」「添削

が難しい」「評価が難しい」という報告があった。特

に評価については、対面授業で実施していた試験を

レポートに替えたり、比重を低くしたりするなどの

対策が報告された。これら授業展開に関する点につ

いては、今後検討が求められる重要な指摘である。

3）の学生の立場からの側面として、「人に直接会え

ない」「質問したい時にできない」などが挙げられて

いた。また、最も大きな問題だと思われるのは、「学

生間のレベル差が開いた」という報告である。オン

ライン授業について学生や教師等の意見をまとめた

日本大学 FD 推進センター（2021）によると、「授業

を何度でも見ることができる」「学業に集中できる」

というメリットと、「授業理解度の低下」というデメ

リット、この相反する意見が挙げられている。まさ

にこのような両極の反応が存在するため、結果的に

レベル差が開くことになったのではないだろうか。

オンライン授業では、声を上げない学生に対するア

プローチが難しく、この点が大きな課題だと言える。 

メリットは、1）技術的な側面、2）授業以外の側

面、3）学び方に関わる側面、の 3 点にまとめること

ができる。1）の技術的な側面としては、「画面共有

することにより教員が準備した資料だけではなく学

生の成果物をも容易に提示できる」「画面共有により

学生にとって資料が見やすくなる」という点などが

挙げられた。2）の授業以外の側面、つまり授業内容

に直接関わらない点として、「通学時間や交通費の節

約」「感染リスクの低下」が挙げられた。これは、日

本大学の学生の意見でも挙げられており（日本大学

FD 推進センター，2021）、本稿の事例に限らず、2020

年度のオンライン授業における普遍的なメリットだ

と言えよう。3）の学び方に関わる側面として、事例

1 において、異なる授業形態をブレンドしたことに

より、一人で考えたことを同時双方向の授業で他の

学生と共有することができ新たな考え方が得られた、

また、事前に準備したことにより充実した話し合い

が持てたという学生の声を紹介している。このよう

な深い学びを得ることは、まさにブレンド型授業が

目指すことであろう。2020 年度は予期せぬ形でオン

ライン授業やブレンド型授業を余儀なくされたが、

この経験は、対面授業を含めいかなる授業形態にお

いても効果的な反転授業をデザインする糧になるこ

とと期待する。 

以上、4 件の事例をメリットとデメリットの観点

から振り返ったが、最も大きなメリットは、教員と

しての成長が挙げられるだろう。授業の目標、内容、

評価という本質をそれぞれが見直し、限定された状

況で最も適切な方法を再構築したという経験は、教

員としての成長につながるものであったと言えよう。 
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